
学 会 記 事

Å弓7) 四肢麻輝発作 を繰 り返 した脊髄硬膜外

海綿状血管鹿 と考 え られた i例

村石 健か 哨 戒英 髄 露諸 院)

上野 虹 離 姦諾 研き

症状の悪化と緩解を繰 り返 した脊髄硬膜外海綿状血管

腫の一例を経験 したので報告する.

症例は23歳男性,昭和63年10月21目薬熱の後頭部痛と

四肢冷感及び四肢麻輝が出現,救急車にて当院受診とな

ら.来院時,意識清明,Th3以下の知覚障害,四肢完

全麻鳳 呼吸障害が認められた.入院直後より四肢麻輝,

知覚障害共をこ上肢より放射 こ改善 したが,10月28日再度

後頭部痛,Th6以下の知覚低下及び四肢完全麻輝となっ

た.神経放射線学的検査では C3-KC5にかけての硬膜

外と考えられる脊髄右背側部の massによる圧排像が

得∴畑'∴ 11jlllti全麻にしい二､(~､ニト C､5椎弓切除術が

行われた.術中所見では硬膜表面に小農の血腫と,結合

繊をともなった異常な血管網が認められた,病理綴繊所

見では内膜の肥風 解層が欠落 L,蛇行拡張 した血管壁

を有する異常血管とこれとともなった結合組織からなる

血管腫様組織像を皐しており,海綿状血管腫と考えられ

上.

A18) D弼 haSicseや 哲で 発 生 した左側頭葉

合併例

鈴木 泰鴇
か泉 孝幸
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篤晶塞豊窪 穏 碑姦 ㌔ 院)

/摘 哲雄 都 窪藁欝研究所)

小川 宏 (桑名病院神経病理)

D y sp払asieseizuTeで発症 した左側頭葉の caveTmOuS

am g io m a(CA)と vemousan鰐豆oma(VA)の稀有な

合併例に手術を行ない良好な結果を得たので報告する.

患者は32歳女性,3-4年前から楽然相手の話す内容が

理解できなくなるという発作が出現,最近頻度が増すた

め来院｡神経学約に異常はなかつたが,発作は種々の抗

痩轡剤に低抗性であった.CT⑳MRH 血管撮影の所鳳

は CA と VA の合併を示唆 L CA は左上側頭回皮

質下で WeTm豆cke領域のやや前方に予VA の cenもral

med誹aryvein(CMV)は CA に隣接する形で存在

した.手術 :CA 前方の止側頭溝より approaehした甲

CA 周囲の 由 磐 は 黄 色 に 変 色 し , また CA は CMV に

'酢打Lて 存 '-(ト ト (TA か ∴ (-～.l＼'へ糾い (11･こIil･川tlrか

教本流 出 し て い た . こ れ ら を 凝固切離,CA を CMV

3し)1

･･･ 一 .- こl･ , ･:･

は減少した,術後経過は良好で失語症は出現せず,se豆zwe

. J･一･一＼'＼ ､ ･.㌔

との報告があるが,東例では手術が極めて着用であり,

seilurL,発現に('八が強く関.Ej･t-ていたしt二推測さi圧二･

A･-191側脳室lfJt腎腫しフう1T.･ilfij-症例
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側脳室血管腫を Tr三川SL-(,_lllosこIIApl汀いこl(､hて摘出す

る機会を得たので,Videoで提示する.症例は49才殿

男性で,脳室出血をきたし当科を訪れた.血管軍ではタ

左 レソズ核線状体動脈より Feederをう軌 視床線状

俸静脈-流出する,小さな Ni血Sを左側脳室休部に認

めた.手術は右前頭開頭下に,TranSCaliosalAppmaeh

で左側脳室-到達 した.脈絡叢に絡み付 く褐色綿状の血

腫を除去すると,赤色車乗様の Nidusが分界轟より教

本の血管で釣下っていた.髄室壁と Nはusの間で血管

を凝固切断 しようとしたが,出血をきたした,その為ヲ

小範囲の脳室壁を吸引 しこの部で多数の小 Feederを

凝固切断した艶 Nidusを摘出した.術後血管軍で Nidus

が残っていないことが確認され 患者は脱落症状なしに

退院 した.

反省点 ;脳室壁と Nidusの問で血管を Ciip してか

ら猟dusを摘出するか,最初に翻 尚室壁で多数の小 Fe!edey

を処理 した後に Nidusを摘出した方がよかったと思う.
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cavermotlSam鑑iomaは 関配王導Aであらためて注目

されるに変った疾患の-つで,病変が脳幹部をこあるもの

-の直連字鮪の報告も散見される,私供は3年間をこ2度

(71日!L血をおこした脳幹許 し石iE脳 橋Ic;1＼･L-･1110uSこlnd‖nla

の-手術例を経験 したので報告する.39歳,男性.S61

年2則 0日,頭痛,左半身の運動知覚障敦 左小脳症状

をこて発症,CT で右中脳,橋に h豆ghdensityareaを

認(､}豆二.S(il午▲･1,jjlt紺 ,右後iili.fI開頭後病変酢 Tl部分

摘出を試みたが,綴繊学的をこぼ血腫のみで確静は得られ

なか-｡た.放射線治療後S61年7月21日退院.S63年且2


